
























者も首肯するものであるが、改めて﹁桂員外﹂の内容を確認する時に、新たに﹃醒世恒言﹄巻三十五﹁徐老僕義憤成家﹂ ︵以下﹁徐老僕﹂と略す︶及び 史記﹄の趣向利用に気づく。いま以下に考察するとともに、なぜこれらの趣向が取り入れられたかにつ て考えたい。
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まず﹃天羽衣﹄の粗筋を確認しておく。駿河の国有度郡に、三保の長者と磯田の長者がいた。二人は、一緒

































頼んだが、事件が発覚し、悪藤太は牢屋に入れられ、事件に参加即仏は逃げる途中に池に落ちて死んでしまった。黒良一家も縄 くくられ、牢屋に入れられた。小松を志田家に嫁がせることになり、これを知 ない小松は輿に乗っ 、途中雷雨にあい、置き去りにされた。雷雨が止んで 人々 再び輿を担ぐが、これには即仏の死体が入っており、志田の家に着いた輿の戸を開けて みな大騒ぎ なった。
天女との約束の千日目の日に、白 と母親が浜辺に来ると、小松と
雲井に出あった。小松と白良は夫婦 縁 結んだ。白良が海に入り、雲井に体を洗ってもらうと、この世にまたとない美男子に変わった。雲井は、すなわち天女だった である。
⑤磯田親子は、三保家の恩に背いたことを後悔した。三人は同じ夢










発見し、これを自分達のものにした。三年後、施済は急病にかかり、命を失った。桂五福一家は、千五百両の金を携えて会稽県に引っ越し良田を買い、大金持ちの生活を送る。一方、施済の死後、施家はどんどん衰えていき 下人た は家を離れ、施済の妻厳氏と息子の 還二人が家を守った。施済の同窓だった支徳は 施家の貧しい状況を見て、援助の手を差し伸べ、 還を自分の婿に迎えた。支徳は 桂五福が会稽で出世したの 聞き、これを施還に教え、桂五福に援助を求めようと、勧めた。③これ い 施還は、母親を連れ、会稽 行き桂五福を訪ねたが、冷たくさ た。昔父親が貸 た三百両も 借用証がないこと 理由に、返してもらえなか 母親 厳氏は、桂 の不義に怒り、血 吐き 死んだ
④
家に帰った施還は、家を売ることにした。家を片づけるときに、
天井から箱を見つけた。箱の中に家計簿一冊があり そこにはどこに金がどれく いあるかが具体的に書かれてい 。施還はこれを頼りに、巨万の財産を得た。これで施家は 昔ながらの繁栄を取り戻した。
⑤ところで、桂五福は、金で官職を得ようとして、都まで来たが、











 不義をした一方が犬になる点︵ ﹁桂員外﹂では、桂五福一家は、娘を除き、妻と二人の息子が施還 家の犬に生まれ変わり、 ﹃天羽衣﹄では、磯田夫婦と息子三人とも、犬になった夢を見た。 ︶
⑥
 不義をした一方は許され、心 改め 一心念仏する点。
特に、遺金の発見の一段と犬になる一段は、 ﹁桂員外﹂が典拠であ
ることを最もよく物語っている。 ﹃天羽衣﹄の﹁かたみのこがね﹂と﹁ゑぬのこ﹂の二章はそれぞれ遺金の発見と犬になる趣向を取り入れている。注意すべきは、恩に背いた側が恩を受けた当初、来世犬になっ 恩に報いたいと言った所である。桂五福は、 ﹁来世犬馬となり、
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の娘はそれぞれ金持ちの潘百万の息子潘華と蕭通判︵筆者注、通判は官名︶の息子蕭雅の許嫁となっている。が、瓊英が十歳の時に両親が相次いで死に、父親の王春は彼女を弟の王奉に託した。潘華は家が豊かで、容姿も美しい。これとは反対に、蕭雅 容貌はとても醜く、顔中あばただらけ ある。 の上に、彼の父親は任地で亡くなり、清廉な人で っ ため、家財と言える物は何一つ残らなかった。これを見た王奉は蕭雅に嫁がせるべき自分の娘―瓊真を、姪の瓊英 嫁ぎ先である潘華の所に嫁がせ 瓊英を蕭雅に嫁がせた。だが、 華は賭け事に夢中で、十年ぐらいで財産をす て使 果たし、行方不明となり、王春は瓊真を引き取るはめとなった。一方、蕭雅は努力家で 及第し最後には尚書の地位にまで上がり、瓊英も 品夫人となっ
山口氏は、この話を﹃天羽衣﹄の典拠とする理由について、 ﹁六樹


















  ????? ? ?????? ???? ?????????
すでに述べてきたとおり、 ﹃天羽衣﹄の粗筋は﹃警世痛言﹄の﹁桂















三保の家、今は一月のたくはへも候はず。親子とも、安き心もなく、けふをいとなみて候。いかで昔のよしみをおぼし給ひて 今日の見ぐるしきを 救 せたまひなん。且は御兄弟のむすびし給ひ、婿君の御契りも候へば、御おもてぶせに ひなん。
しかし、磯田はすこしも話を聞いてくれず、兄弟 結びも婿の約束も否認 て まう。これを聞いた久は、腹立ち、
我主人二百金の聘物を贈て、我家の娵と定め給へる事、お れく知りてあり。よし此縁は、さき破り給ふ も、聘物の金 、返し給ふべきことわりなり。又これのみならず 我主人さきに家財の半をわかちて、贈 物し給へれば かた〴〵今の三保の家 貧窮を、救ひ はん事 必然の道理なり。
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と道理をつくして述べ、磯田に反発した。この強い主張を聞いた磯田は、その下人たちと一緒に久を殴った。それでも、久は怒りの眼に涙をうかめて、 ﹁恩を知らざるは 犬に劣りたる心よ﹂と磯田の長者を罵り続けた。正義感 持 、かつ主人に対してとても忠実な が描かれていたのである。
閻小妹氏は、久の人物像をも﹃警世通言﹄の﹁桂員外﹂に求めて
いる。







支徳は施還の父親施済と同じ塾に通っていた仲 良い同級生であった。彼は、 家 状況に同情し、施還に学問を教え、彼を自分の婿にし、物質的な面から施家を支えたが 下人久のように相手 家 ま行って 正義を主張し、相手 責めることはまったくなかった。
支徳と久との設定は、やはり違うのである。久という人物には、原
典の施還が取った行動 有している一方、全く違う面影もあるのである。では、 ﹁桂員外﹂には存在 な 正義の使用人の人物像を雅望どこから取ってきたのであろうか。 ﹃醒世恒言﹄巻三十五﹁徐老僕義憤成家﹂に忠実に主人一家を支える召使が描 れている。
明の嘉靖年間、浙江省厳州府淳安県郊外の錦沙村に徐氏 三兄弟が
住んでいた。初め三兄弟 父の遺言 守り分家しな ったが、三弟の徐哲が死ぬと、兄の徐言と徐召は徐哲 遺児が多いことを嫌がり 分家を主張した。しかも、分家は、徐哲の未亡人顔氏 とても不公平な形で行われたの ある 徐家 五十歳あまり 老僕阿寄がいた。彼は、兄二人が前主人 遺言を守らず分家してし ったことに怒りを感じた。また、未亡人の顔氏と遺児に対す 不公平なや 方にも腹を立
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  主家の主人が亡くなり、自分は悔いも怨みもなく、献身的に主家に尽くし、未亡 の一家を支える点。 ︵阿寄の場合、新 い主人のため、商売に行って、各々 努力を通して、二千両 金を儲けて、これをすべて主人に与え、そ 娘と息子のために使わせる。
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しかし、これら以外 、 ﹃史記﹄ 中の人物の面影も重ねられてい
ると考えられる。これは従来指摘されていなかった点である。
第一章﹁みほのうら﹂では、三保 長者は慈悲心が深く、いつも近
所の貧しい人たちを憐んで、援助の手を挿しのべていた。雅望は つの例を出して る。一つは洪水の時に、自分の家 倉庫を開き、貧しい人に米 配る例であり、もう一つ 例 近所に貸 た米や金などの借用書を返し、なかったことにする例 ある。これ ⅠとⅡの記号で示し、引用する。
Ⅰ










る券にて候。これ借 給へる人々は 各今日を、い なみかね給へる人々なれば、返し給はん事、実に難かるべし。こたびおのれ寿筵のいはひごとに 此券人々に、返しまゐらするなり。反古となして、破り捨て給へ﹂とて、 わた ければ 借り る者ども、大によろこび 、 ﹁さても忝き御心かな。とし頃 利息だに参らせで、怠りつ を 本をだに取り給はず 券返 給は事、ありがたや、かしこや﹂とて、
?額に手をあげて、ふしをが



























酒酣にして、乃ち券を持ち前の如 之を合はす。能く を與ふる者には與 期を為し、
?貧しくして息を與ふること能はざる者に



























































戦国策に曰く、齊人馮煖といふ者有り。 ︵中略︶後、君記を出だし、門下の客に問ふ、誰か能く文の為に責を薛 収むる者ぞ、 。煖署して曰く、能くせん と。煖治装し、券契を載せて行く。辞して曰く、責畢 収めば、何を以て市
か
うて反らん、と。君曰く、吾








﹁馮煖折券﹂に当る部分も、薛の国に行ってからの馮煖についての具体的な行動の描写に欠けていることに気づく。両方とも、 ﹁煖薛に之き、諸民の當に債ふべき者を召さしむ。悉く来たつて券を合はせ、責を以て民に賜ふ。因つて其 券 焼く。 ﹂のよう 、簡単な説明文だけで終わっている。
これと比べると、 ﹃史記﹄の﹁孟嘗君列伝﹂の中にある馮驩が券を
焼く部分の方がより詳しく描かれていた。 ﹁牛を殺 、酒を儲けること﹂ 、 ﹁貧しい人は返すことができな から、券 焼く ﹂など 具体的に馮驩の行動を描きだし そし 、恩を受 た民 ち 反応まで描き出されている。これらは、すべて﹃天羽衣﹄ 受け継がれたのである。三保の長者は、酒宴を儲けて、貧しい人々を憐み、彼らの﹁借券﹂を返し破らせた。そ て、三保の長者の恩を受けた人々は、﹁額に手をあげて、ふしをがむ﹂のであった。
雅望は、 ﹃蒙求﹄から二つの故事を知り、これを自分の作品に持ち
込んだと思われる。しかし、人物の具体的な行動の描写の面では、少なくとも馮煖の故事に関 ては ﹃史記﹄を参考にしていたことは恐





払いされたのである。公事宿とは江戸時代、訴訟や裁判のために地方から江戸や大坂に出てきた人を宿泊させた宿屋の事である。雅望ら十四人は、宿泊人から金を不法に取った疑いで、何回も呼び出された。しかし、無罪にも関わらず、裁判官は 件を早く収束させるために、恐喝まで て き罪を認めさせた。雅望 家財 没収され、江戸には永遠に入ることがで な と裁 れ のである。事実、これは冤罪あった。雅望は随筆﹃と ずがたり﹄ 中でこの事件の始末を詳しく記している 六月から 月まで 六回の召しに及び、雅望は、当時の心情をこう語っている。
このことおこりてより、夜はうし過るころは、かならずめさめて、










かったか雅望も自覚していたであろう。この不公平な裁判を受けた雅望は、自分の感情のはけ口として、作品の中に正義感の持つ人物を設定し、弱い立場にある人を助けさせ かった である。久が磯田の長者に道理を言 尽くし、最後に罵りまでし しまったことは、雅望が現実世界で 裁判官に対して到底することの きなかったことである。しかし、作品の中に久のような 物を設定することで、雅望 うらみを解消する糸口とでもな ていたのかもしれな 。
加えて、汲黯と馮驩の両人物は、臣下としてとても知恵のある、か
つ民のためを考える人物である。このような人物を 分の作品 素材として用いること自体 、無実の罪 認めさせた裁判官への怨訴であろう。
また、かつて山口氏によって﹃天羽衣﹄への影響が指摘された﹁両
県令﹂の入話は﹃天羽衣﹄と関係性 薄い。その代わりに、閻氏が指摘した﹃警世通言﹄巻二十五﹁桂員外﹂が全体的に﹃天羽衣﹄と一致し、典拠と認めて適切である。しかし、久の人物像に関しては 閻小妹氏の言う﹁桂員外﹂の支徳が原型ではなく、 ﹃醒世恒言﹄ 巻三十五﹁徐老僕﹂の徐老僕が久の人物像の先蹤として重要である。雅望は﹁徐老僕﹂からヒントを得て、主 に忠実かつ正義感を持つ久を作り上げたと考えられる。
のみならず、三保の長者が蔵を開き、飢餓の民を救った一段と、近
隣の借用書を返した一段は、それぞれ、 ﹃史記﹄の﹁汲鄭列伝﹂にる﹁汲黯開倉﹂の故事と﹁孟嘗君列伝﹂にある﹁馮驩焼券﹂の故事を









































































拙稿﹁石川雅望読本﹃近江県物語﹄における中国白話小説の趣向利用について―﹃女仙外史﹄ 、 ﹃醒世恒言﹄と﹃拍案驚奇﹄を中心に―﹂ ︵ ﹃和漢比較文学﹄五十一号
　
二〇一三年︶を参考されたい。
　
#
　
 注５の重友氏の指摘である。
　
$
　
 ﹁汲鄭列伝﹂からの引用箇所は、新釈漢文大系﹃史記﹄ ︵明治書院
　
三五
????????????? 二〇〇七年︶による。
　
%
　
 ﹁孟嘗君列伝﹂からの引用箇所は、新釈漢文大系﹃史記﹄ ︵明治書院
　
一九九三年︶による。
　
^
　
 ﹃蒙求﹄からの引用箇所は、新釈漢文大系﹃蒙求﹄ ︵明治書院
　
一九七三年︶による。
　
&
　
 ﹃とはずがたり﹄からの引用は﹃石川雅望集﹄ ︵国書刊行会
　
一九九三
年︶による。
